
奈良マラソン開幕 

 奈良マラソン２０１５は平成２７年１２月１２日、奈良市法蓮佐
保山の奈良市鴻ノ池陸上競技場で開幕した。この日は開会式
と３㎞ジョギングを実施。併せてマラソン、１０㎞の参加者受け
付けが行われた。 

 奈良マラソンは今回で６回目。マラソン、１０㎞のランナー受け
付けは午前１０時から始まり、参加者が次々に来場。ナンバー
カードや記念のＴシャツを受け取り、翌日の本番へ気持ちを高
めていた。 

 また、午前１１時３０分から開会式を挙行。大会会長の荒井正
吾奈良県知事らが歓迎のあいさつを述べた。 

  エキスポエリアでは県の特産品などが販売され、全国のＢ
級グルメなどもずらり軒を連ね、受け付けを済ませたランナーた
ちが次々と訪れた。 

 午後からは陸上競技場で有森さんのランニングクリニックが
行われ、ウォーミングアップの方法やランニングフォームなどを
きめ細かく指導。同２時１５分には３㎞ジョギングがスタートし、
終了後、有森さんのトークショーも行われた。 

開会式 

 開会式は午前１１時３０分から、陸上競技場前のエキスポ会場
イベントステージで行われた。 

 大会会長の荒井正吾奈良県知事は、県のマスコットキャラク
ター「せんとくん」とともにステージに立ち、「温かなおもてなしが持
ち味の奈良マラソン。コンディションに気を付けて大和路を走り抜
けてもらいたい」とランナーにエールを送った。 

 マラソンコースにあたる奈良、天理両市長もあいさつし、仲川元
庸奈良市長は「国外でも知名度が高まっている奈良マラソンの魅
力に触れてください」、並河健天理市長は「折り返し地点の天理で
ぜんざいの振る舞いを受けて、完走の目安に」などと歓迎した。 

 スペシャルゲストのバルセロナ五輪メダリスト、有森裕子さんも
笑顔で登場し、「今回も皆さんの走りを全力で応援します」と激励。 

 今大会から台湾マラソンとの交流を深めていくことになり、台湾
から同マラソン大会の許茂煌理事長が来県しあいさつ。平成２８
年５月の第２回台湾マラソンに今大会の上位選手を招待すると発
表した。 

 また開会式に先立ち、式年造替が進む春日大社による選手ら
の安全祈願の神事も行われた。 
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選手宣誓 

 マラソン、１０㎞レースの前日、奈良市雑司町の手向
山八幡宮（上司延禮宮司）では、完走祈願祭が営まれ、
台湾のランナー４０人を含む計約８０人が参列した。 

 八幡神は武運（スポーツ）の神として崇敬を集めてい
ることから、ＮＰＯ法人「奈良元気もんプロジェクト」が企
画した。 

 祈願祭では上司宮司が祝詞を奏上し、お守りとなるご
朱印を授与。１０㎞コースに出場する葛城市の安田弘行
さん（６０）は「体調が万全ではないが、何とか完走でき
るようお願いした」と話していた。 

 開会式で、前回マラソン男子総合の優勝者、杉本芳
規さん（３２）と女子総合優勝の山口遥さん（２８）が出場
選手を代表して選手宣誓した。 

 杉本さんと山口さんが「われわれ選手一同は、大会関
係者と応援の方々に感謝の気持ちをもって、歴史ある
奈良のまちを走れることを楽しみながら、最後まで全力
を尽くすことを誓います」と高らかに述べると、会場から
大きな拍手が起きた。 

エキスポ 

 主会場、奈良市鴻ノ池運動公園では、ランナーだけでな
く来場者全員が楽しめるエキスポ会場もオープン。県の名
物や全国のＢ級グルメなど３０店舗以上が集まる「食べる・
楽しむゾーン」、 

スポーツ用品や奈良マラソンオリジナルグッズを販売する
「物販ゾーン」、協賛企業の発信など、計約８０の企業・団
体のブースが並ぶ特設スペースが終日にぎわった。 
 

 今回は天理市商工会がマラソンの折り返し地点でラン
ナーに振る舞っているぜんざいを、エキスポ会場でも提供。   

 今回、マラソンのエントリーを逃したという川合町の西巻
悦子さん（５１）と王寺町の梶本順子さん（５７）＝１０㎞出
場＝は「会場でぜんざいを食べられてうれしい」と舌鼓を
打っていた。 

完走祈願 



海外から４１３人 

 大和路の冬の風物詩として定着した奈良マラソン。国内だ
けでなく海外からも出場者が増え、今回は大会史上最多の
１７の国・地域から４１３人がエントリーした。さらに台湾マラ
ソンとの交流も始まり、同管理協会から１０人が出場。平成
２８年５月１日に台湾・桃園市で開かれる同マラソンへの今
大会の上位選手ら６人の招待も決まった。マラソンを通じた
交流は、海を越えて世界へと広がってゆく。 

 奈良マラソンは平成２４年の第３回大会から、奈良県への
観光客誘致の一環として外国人ランナーの受け付けを開始。
最初は約５０人だったが年々増加し、今大会は前回（２３５
人）の倍近くに達した。 国・地域別では台湾が１９７人で最
も多く、中国９２人、香港７４人ーの順。人数こそ少ないが欧
州や中南米の国からのランナーもいた。 

 外国人の増加を受け、２日間の大会期間を楽しんでもらお
うと、今大会から外国人ランナーとその家族の３㎞ジョギン
グ参加を無料化。同種目で出身国・地域の国旗が入った特
別ゼッケンも作った。 

 さらに、通訳など外国人対応のスタッフも倍増。国際関連
の学科・コースがある県立法隆寺国際、高取国際両高校の
生徒もボランティアで参加した。 

 一方、交流が決まった台湾マラソンは平成２７年から、台
湾各地を巡回して開催。台湾も日本同様、マラソンブームで
毎週のように大会があるという。 

 奈良マラソン１０㎞種目を走った台湾マラソン管理協会の
許茂煌理事長（６６）は「景色も良く、鹿も応援してくれたので
気持ちよく走れた」と満足した様子。「台湾は食事と美しい景
色が魅力。ぜひ台湾マラソンに参加してほしい」と呼びかけ
た。台湾マラソンへの出場が決まったマラソン男子優勝の平
田治さん（３８）は「奈良と台湾のマラソンを通じた交流がつ
ながるように楽しんで走りたい」と話した。 

大会第２日目（平成２７年１２月１３日） 

和太鼓演奏 

 奈良市二条大路南３丁目の平城宮跡朱雀門の沿道
では、県立奈良朱雀高校の和太鼓部「秋篠」の１６人が、
勇壮な演奏でランナーを元気付けた。 

 楽しい雰囲気の「宴たけなわ」と「七海」の２曲を、ラン
ナーが通過する間の約１時間にわたって演奏。川畑拓
樹部長（１６）は「最後まで頑張ってほしいとの気持ちを
込めて演奏した」と、満足感あふれる笑顔で話した。 



三輪そうめんの振る舞い 

 マラソン種目コース最大の難所とされる奈良市虚空蔵町
の白川地区では、奈良県三輪素麺工業協同組合が、県特
産の三輪そうめん約８千食を振る舞った。 

 午前５時ごろから組合員が特大鍋でそうめん約１００㌔分
をゆがいて準備。奈良県立山辺高校の生徒約２０人は「頑
張って」と声を掛けながらランナーにそうめんを手渡した。 

 同組合の池側義嗣理事長は「三輪そうめんのおいしさを、
より多くの人に知ってもらえれば」と話した。 

ぜんざいの振る舞い 

 天理市の折り返し地点に近い天理高校そばでは、天
理市商工会会員約６０人が、ランナーに人気のぜんざい
を振る舞った。 

 用意したぜんざいは約９千食。ランナーは温かいぜん
ざいで体と心にエネルギーを充てんし、後半の難所「白
川超え」に向かった。 

 兵庫県の平井由孝さん（５４）は完走は逃したが、念願
のぜんざいを手にし「完走に匹敵するおいしさ。次回は
完走のタオルをもらいたい」と話した。 

 県庁前では、東大寺学園幼稚園（奈良市）の鼓笛隊
約４０人が、元気いっぱいの演奏でランナーを激励した。 

 応援演奏は第１回大会から継続。９月から練習を重ね
てきた。本番では、年長組園児が太鼓やシンバルを演
奏し、鼓笛隊の行進曲などを披露した。 

 同園の上野由利子副園長は「保護者もマラソンに出
場しており、園児の演奏に熱がこもっていた。今後も毎
年応援してランナーを激励したい」と話した。 

園児の応援 

大会スポンサーから豪華副賞 

 表彰式ではマラソンと１０㎞の男女総合の各１～３位
入賞者に、特別協賛の奈良トヨタグループと、協賛のア
シックスジャパンから副賞が授与された。 

 奈良トヨタグループは、菊池功社長が、トヨタの高級
車ブランド「レクサス」のオリジナルトートバッグ、オリジ
ナルジョギングセットなどを贈呈。アシックスジャパンは、
示村真マーケティング統括部プロモーション部陸上・ラ
ンニングチームマネージャーが、ＧＰＳ付きランニング
ウォッチやバッグパックなどを贈った。 



地元食材でおもてなし 

 エキスポ会場の十津川村のブースでは、ゆずを練り込
んだ手作りコンニャクをはじめ、温泉水で米を炊いため
はりずし、十津川うどんなど、地元産の食材の料理で来
場者をおもてなし。コンニャクやうどんから立ち上がる湯
気が、人々を温かく招き入れた。担当者の長谷川智也
さん（３２）は「温かいものを食べつつ、十津川村の文化
を知ってもらえれば」と話した。 

 

ふれあいステージ 

 エキスポエリアで行われた「ランナーふれあいステージ」
には、個性豊かなランナーらが登場。お笑いタレントの安田
大サーカス団長、橿原市出身のタレント松井絵里奈さんと
楽しいトークを繰り広げた。 

 リボンの付いたフレアスカートをはき、絵本の中から飛び
出した少女のようなコスチュームの男性ランナー、中井久
量さん（５４）は大和信用金庫本部勤務の銀行マン。４９歳
の東京マラソン２時間５５分が自己ベストだ。 

 「年齢とともにタイム（更新）はもう無理かなと。せめて地
元の皆様に喜んでもらえれば」と、仮装も４年目。今年のか
つらが一番重かったが、３時間２１分でマラソンを完走した。 

 会員約１００人の奈良ランニングフレンズに所属。「いい仲
間がいるので走ることはやめたくありません」。郷土と仲間
をこよなく愛す心優しいランナーだった。 

 ゲストランナーの奈良県住みます芸人「十手リンジン」の
十田卓さん（３０）と、西出隼人さん（２７）が、マラソンを完走
した。 

 二人ともマラソンが趣味。下市町の十田さんは「アップダ
ウンが予想以上で歩きそうになったが、沿道の声援に励ま
された」と３時間２９分。 

 一方、まだ県外在住の西手さんは「だれやねんという声
への悔しさをバネに頑張った」とガッツの３時間４３分。「そ
うめんもぜんざいも景色も、奈良を満喫」と話した。 

十手リンジン（奈良県住みます芸人） 


